


















a)日 常の 日記の よ うな文を片仮名表記 のパ ラオ語 で書い てもらった もの
b)イ ンフォーマ ン トにな じみのある、アル ファベ ッ トで書 かれ た聖書の一節 を見
せ、片仮名 に書き直 しても らった もの(図1)4
c)ま た、インフォーマ ン トの知 っているパ ラオの歌の歌詞 をアル ファベ ッ ト、お
よび片仮名で書いて もらった もの5
1筆者はそのような情報を頼 りに、多 くの人を訪ね周ったが、実際に新聞は見つかっていない。 しか
し、印刷屋で働いていたパラオ人の孫の情報であるため、間違いではない と考えられ る。
2仮名によるパラオ語の手紙を保存 している者 もいたが、私的な物で恥ずかしい とい うことと、どこ
に保存されているかわからないとい う理由で、見せてもらうことができなかった。
3インフォーマン トは1931年生まれで、ゲサール州出身である。沖縄系の父、パラオ人の母を持つ。
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語末 に来 る声門閉鎖音の前 の母音 を小書きす る
パラオにおいてはパ ラオ語の片仮名書きが推奨されたこともなく、政策的に片仮名
表記が作 られ ることはなかったlo。しかし、 日本統治以前にほとんど書き言葉が使わ













7漢字にも表音性は認められると考え られ るが、画数の少ない片仮名の使用が好 まれたのであろ う。
8(泉 州方言の)方 言的な母音を現すために、「「ヲ 牙 」 も使用 されたようである(林2008)。
9サ 、チ、ツ、セ、ソ はそれぞれ、/tsa/,/tse/,/tso/,/ti/,/tu/を表す。
10そうした施策の動きが全くなかったか どうかは分か らないが、少な くとも記録は見つかってお らず、
そ うしたことがあった とい う話 も聞いていない。
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日本語 にない音素(/0/,/?/,A/と/のの表記 を詳細 に分析 してい く。
3.1.中舌母音
パ ラオ語の母音体系は図2(Josephs(1990)を参考 に作成)の よ うに6母音であ る。 中
舌母音弓はアクセ ン トが置かれ ない音節のみに現れ るため、ミニマルペ アを見つ けるこ
とは難 しい(Josephs1975)。また、語の変化形 か ら母音弱化 が起 こった結果 、中舌母
音が現れ る と考 えられ る場合 もある(Josephs1975)。iu
例 えばパ ラオ語 で所有 格 を表 す場合 には名詞 に所有
を表す 形態素 が付加す る とともにアクセ ン トがそ のeサ0




kar`medicine'→kertik`mymedicine'、に 見 ら れ る よ う



























舵舵君ε1 ケケ レル kεkorε1
η9αz盈 ガルク りalok
溺ε舵漉c加7π メケデエルル mokεdε?εrur
溺α密7か メデ リル moδorir
溺6zo1 メラル mora1
溺ε娩01 メ レコイ molokoy
舵雁〃 ケ ミウ komiu
耀 刀go伽乃 メゴ ドォ moりoδo?
κ ηgz41 レグル reりul
c加〃4 エ リデ ?elid
mengodech,の中舌母音 にそれぞれア段 とオ段 の仮名 が使用 され て
い る。techaでは後 ろに来 る/a/、mengodechの二つ 目 中舌母 音の表記 は前 に来 る/o/に
11使用 した聖書は単語の綴 りが現在のものと異なるものが見 られ る。その点から現行使用 されている
(いまだに統一が完全に行われていない)正書法が使われていない ことが分かる。milekedongn'は綴
りを見て中舌母音が含まれると考えられたが、辞書に記載があったのはmiLkodongn'である。音声デ





















表す。 この点に関 しては後に考察す る。
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3.3.二重母音 ・長音 ・促音
次にパ ラオ語の二重母音 ・長音 ・促音 が どの よ うに片仮名で書き表 され るか を考察
す る12。まず、パ ラオ語 の現行の正書法ではy,Wは認 められ ていないが、[j]、[W]の音
は現れ る。その場 合にはヤ行 、ワ行が使用 され る(eangedヤガデ/mZtaムワ/ノo〃ヨ
ウ/mOZtaモワ/uaワ)13。また田、[w]が現れ る とされ る二重母音 を含 む語 にもヤ ・
ヨ ・ワが使用 されてい る(eaエ ヤ/tiaikidテヤイ キデ/diakldiak]デヤ ク)。実際は
どの語 句 で 二 重 母 音 の 一 つ が 半 母 音 と して 発 音 され る か は 予 想 が 難 しい が
(Josephs1975)14、インフォーマ ン トは全 ての半母音 が起 こ りうる語句 にヤ ・ヨ ・ワ
12なお 、 当 時 の 公 学 校 に お け る 日本 語 教 科 書 『國言藷費本 』 で は 、促 音 は ツ の 小 書 き 「ッ」 が使 用 され
て お り、 長 音 記 号 「一」 は 外 国 の 地 名(ニ ュ ー ギ ニ ア 、 マ ー シ ャ ル)な ど に の み 使 用 され て い る 。





を使用 してい る。少な くともイ ンフォーマ ン トにはそ う知覚 され 、ヤ行 ・ワ行 の仮名
が使用 され るのであろ う。 なお、使用 され るワ行 の仮名 は、 旧仮名遣い のヲ、ヰ も含
まれ る(uoヲ/uoiヲイ/wilヰル)15。
パ ラオ語 の母音はe,i,o,uに長母音 が存在す る。音声学的 には短母音 よ りも長 いが、
母 音 に わ た り音(前 舌 母 音 は 田 、 後 舌 母 音 は[w])が続 く形 で 発 音 され る
(Josephsl990:xlii)。表3の よ うに、文中に現れた数少 ない長母音のほ とん どがア行 の仮
名 で表記 され る。長母音 に長音記号が使 用 され た例 は二例(eliiエリー、nguuグウー)
であ る。前者 はア行 の仮名(「イ」)な しで、後者はア行 の仮名(「 ウ」)に加 えて長音
記号が使用 され る。 イ ンフォーマ ン トの長音記号の使用 には ゆれ がある と言え る。 な
お、長母音以外に も長音記号の よ うなものの使用 も見 られたが、インフォーマ ン トに
よると、「つながってい ることを示す」記号である とい う。パ ラオ語 では確かに閉音節
で終わる語 に母音で始 まる機能語 をつ なげて発音す る ことが多 く見 られ る。 しか し、
文末に も長音記号に似 たもの 「一」が使用 されている例が見 られ る(...eanged2ヤゲ
デー)。語は子音囹 で終わ るため、なぜ この よ うに記号が使 用 され るかは現 時点 では




θ1〃エ リー 溺θ1〃伽観 メノレノレウ ト
んo陀1コテ ーエル 1セ〃イ クリイ
εα刀9副ヤガデー 雁Zε舵4bηg鵡ミ レコ ドン ギ イ
η9鰯グウー 刀9鰍グウ
、"脚 泥8鋸 マ ー ソ ス ス 溺〃雄 ム ウス
α媚 ア ー ワ 1〃z〃ル ウテ
促音 はフ ィリッピンPhilipine、マキ ッ トmake、ラ ック トrakeのみ に使用 され る。フ
ィ リッピンは固有名詞 であるが、『南洋群 島國語讃本』での表記 は同 じく 「フィ リッピ
ン」である。mαke(アクセ ン トはi)は英語 のmarketからパ ラオ語 に入 った外 来語 で
ある。make、raktは両方、(強弱)ア クセ ン トが置 かれ る位置 に促 音記号が挿入 され
てい る。例 が二つのみであるた め推測 の域 を出ないが、促音表記をす る理 由 としては、
ways,dependingonwhetherornottheyarestressedalldwhethertheyprecedeorf()lowthe
adjacentvowel(Josephs1975:24).
15歌詞の中に使用 されている 認 は人名である。また 副 はインフォーマン トは ㎡ と表記 している。
近年確立 されたパラオ語の正書法 とインフォーマン トが学習 した書き方の違いであると思われる。w,
yは古い慣習では使用 されていたが、正書法では使用が廃止 された。











はなく、混乱をきたす可能1生があると感 じられる場 合だけ書き分けられ、そ うでない
場合は、読み手の理解に任せるそ うである。文中にもミニマルペアとなる語e1とer
が見られる。書き分けは/r/の場 合は通常のラ行の仮名 を使用 し、〃の場合に濁点 「 」
に似たマークをつけるか、小書きをするようである。 この書き分けは本調査のインフ
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でア行の仮名が使用 される(o乃ε侃癬 エムテイ/techaタア)。つま り、声門閉鎖音が
語頭に来るか どうかや、調音点(日本語の 「は、へ、ほ」は声門摩擦音[h])が同じか







破擦音が来る場合 などに観察 され る(小 野1997)。




パ ラオ語の音節構 造 には、 日本語 にはない/ti/、/tu/、/di/、/du/が存在す る。/ti/、/di/
はそれ ぞれテ、デで表記 され る(tiaikidテヤイキデ 、ediエデ)。/tu/、/du/は用例 がな
かった。おそ らく ト、 ドで表記 され るので はないか と推測 され る。 チ、ツは 目本語 か
らの外来語 に使 用 され るため、 「チ、ツ、ヂ、 ヅ」はタ ・ダ行の他 の音([t],[d])と異





















パ バ カ 。 ダ ナ ラ マ タ サ ガ カ ア [a]
ピ ビ キ 。 ヂ 二 リ ミ チ シ ギ キ イ [1]
プ ブ ク ○ ヅ ヌ ノレ ム ツ ス グ ク ウ [u]
ぺ べ ゲ デ ネ レ メ テ セ ゲ ケ 工 [e]
ポ ボ コ ○ ド ノ 口 モ ト ソ ゴ コ オ [o]
■ ブ ク. デ ン ノレ ム テ ス ゲ ク ウ ■
*1中舌母音 を音素 として認 めていない。
*2[g],[d],[p]は異音 として発生 した もので あると捉 えてい る20。
*3声門閉鎖音は、[x]に近い音で発音 され る場合 もあ ると述べてい る21。
*4外来語の表記に関 しては特 に記述 がない。
*5[k],[t],[d]の後 にヌが加 え られ ることがある。
20「濁音ガ行、ダ行及バ行は本來音便 として獲生 したもので、力行、タ行、バ行 との問に本質的な匪
別 はない」(松岡1930:13)
21「力行には清濁二音の外に喉音がある、即 ちkhを子音 とするもので、kが強 く響 く場合には力行






[ng][w] [・]1[1] 田 [m] [t] [s][k][9]■
ガ ワ ラ ヤ マ タ サ カ ア [a]
ギ ヰ リ ■ ミ テ シ キ イ [i]
グ ■ ノレ ユ ム ト ス ク ウ [u]
ゲ ヱ レ ■ メ テ セ ケ 工 [ε]
ゴ ヲ 口 ヨ モ ト ソ コ オ [o]
ゲ 一 レ ■ メ テ セ ケ 工 [o]*1
ン ウ ノレ ノレ
ノレ"ル
イ ム ト*5 ス ク ウ 一*2
他*4 [n]*3[ts]*3[z]*3[P]*3[h]*3[b] [?] [d]
ッ
一
ナ ■ ザ ノミ ノ＼ バ ア ハ ダ [a]
二 チ ジ ピ ヒ ビ イ デ [i]
ヌ ツ ズ プ フ ブ ウ フ ド [u]
ネ ■ ゼ ぺ へ べ 工 デ [ε]
ノ ■ ゾ ポ ホ ボ オ ド [o]
一 ■ ■ ■ ■ べ 一 デ [o]
ン ■ ■ ■ ■ ブ *6 デ 一
*1中舌母音は基本 的に工段の仮名 で表記 され るが例外 も見 られ る。
*2閉音節 は後続 の語 が母音で始まる場合 はそれ に影響 され る場合 もある。
*3[h],[p],[z],[ts],[n]は日本語 の外来語に使用 され る。
*4促音 「ッ」長音 「一」の使 用規則 は定かでない。
*5一 例のみ 「ト」 と小書きが見 られた。
*6語末 の声門閉鎖音 は前の母音の小書 きで表記 され る。
まず 、[k],[g]の表記 に相違が見 られ る。本調査 のイ ンフォーマン トは[k],[g]は/k/の
異音であるこ とか ら、同 じ音 として知覚 し、全て力行 の仮名で書き表 してい る。 日本
語にその音韻的違いがあるこ とか ら、松 岡は異音である と認めなが ら、力行 とガ行 の
仮名 で書 き分 けをしている。[p],[b]の表記 にも同様 の点 が見 られ る(た だ しイ ンフォ
ーマ ン トは 日本言謝昔用語 にはバ行 の仮名 を使 用す る)。
松岡は異音の[g]にガ行の仮名 を使 用 しているため、[ng]にナ行 の仮名 を使 用す るに
至っている。松岡はその理 由として、先行研 究でnと 表記 され ていること、音素/h!が
ない ことな どを挙げている。その上で松 岡が 『ミクロネ シア語 の綜合研究』で ミクロ
ネ シア他 言語 の音素/ng/の表記 に、ナ行 の仮名 の ゴシ ック体 を使用 している例 に従 わ
ない としてい る。
[ti],[tu],[di],[du]には、松 岡は 日本言謝昔用語 を除いた純粋なパ ラオ語 の表記 を考 えて
一39一
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いないため、チ、ツ、ヂ、ヅを使用 してい る。 しか しイ ンフォーマン トは 日本語借用
語の音 との違い を考えているため、テ 、 ト、デ、 ドを使用す るに至ってい る。
[1],[r]は、松岡はそれ が音韻的に区別 され ると考えていないため、書き分 けの方法 を
考 えていない。イ ンフォーマ ン トはその点、意味的な混乱が起 こるerとelの書き分
けを している。田,[w]も松 岡は音素 と して認 めていないた めヤ行 、ワ行の仮名 は使用
していない。現行の正書法 の元 となったJosephs(1975,1990)も音素 と認 めていないが、
イ ンフォーマ ン トは違 いを知覚 し、ヤ行 、ワ行の仮名 を使用 している22。
長音記号の使 用には類似点が見 られ る。松岡 もパ ラオ語の長母音 は母音の持続 時間
が長い と知覚 してお らず 、む しろ二つの母音 が分 かれて発音 され ると知覚 してい る。0
の長母音 のみ は長母音 として知覚 し、長音記号 を使用 してい る。デー タか らはイ ンフ
ォーマン トがoの 長母音 に同 じよ うに長音記号 を使用す るかは分 か らなか ったが、他
の長母音 に長音記号を使用 していないこ とは共通 している。
中舌母音の表記は共通点 が見 られ非 常に興味深 い。イ ンフォーマン トが工段以外 の
仮名 を使 った語の表記 が松 岡にも共通 してい る。ngalek、techa,はイ ンフォーマ ン トは
ガル ク、タア、松 岡はナル ク、タカoで あ り、中舌母音 の表記 が共通 してい る23。な
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